
Title 著者リプライ 『路上の国柄』 書評論文リプライ
Sub Title
Author 藤田, 弘夫(Fujita, Hiroo)

Publisher 三田社会学会
Publication year 2007

Jtitle 三田社会学 (Mita journal of sociology). No.12 (2007. ) ,p.122- 124 
JaLC DOI
Abstract
Notes 書評
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AA11358

103-20070000-0122

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その
権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic
societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the
Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


三 田社会学第12号(2007)

著者 リプライ

『路上の国柄』書評論文リプライ

藤田 弘夫

                     1

 本書 が学術誌に取 り上げ られたのは、本誌 が最初であ る。 これ か ら出て くるのか、それ とも、

これ で終わ りなのか、それ を、今、見守 っている。本書の刊行 には予期せぬ ことが続いた。本

書は刊行後、 さま ざまなマ ス ・メデ ィアに取 り上 げられ、当初 に予想 していた よりはるかに さ

ま ざまな分野で反響 があった。著者 としては望外の喜びであった。 しか しそれ にもかかわ らず 、

肝 心の本が これほ ど売れ ないの も、誤算 とい うべ きか予想外 であった。取 らぬ狸 の皮算用 とは

このよ うなことを言 うのだ と自嘲 している。

 吉野英樹氏には本書 を丁寧 に読んでいただいて恐縮 している。研 究者 が本格的 に書評 をす る

に値す る本か ど うか迷 い もある。 吉野氏 も本書の書評を依頼 されて、 さぞ戸惑 った ことと想像

している。私 として も、本書の内容 を どのよ うな形で刊行す るか迷 っていた。私 は前々か らこ

の種 のもの を書きたい と思 っていたが、刊行す るにいた らなかった。それ を刊行へ と決断 させ

たのは、デ ジカメによる表現力の獲得 である。写真 は多 くの情報 をもっている。 これまで美 し

い写真、面 白い写真 は語 られてきた。 しか し本書が 目的す るのは、何 といっても、写真 を通 じ

て 「考 える」 ことである。 これに よって、文章ではなかなか理解 して もらえない現実 を描 き出

したかった。

 私 の意図は、誰 もが普段見ている路上 の風景に、最近人文社会科学のひ とつの焦点 となって

いるく公共性 の問題 〉を読み込 も うとす ることであ る。吉野氏の指摘す るよ うに 「考現学」 に

っながるものである。最近の藤森照信氏 の 「路上観 察学」 よ りは、今和次郎 の 「考現学」 の方

に近 い と考 えている。 カラー写真 の入 った本の刊行 を 目指 したが、定価 との関係 で果 たせ なか

った。 しか しカ ラー写真は表現力 が強す ぎて、文章が写真 に埋没す る可能性があ るので、 白黒

の方 がよかったのか もしれない。

                    II

 公私関係や公共の問題は質問に答えるとい うより、対話や議論を通 じて問題を煮詰めていく

ことに、大きな役割が考えられる。吉野氏から提出された質問は、ぜひ氏 と議論してみたい問

題である。でも、それでは、書評のリプライの意味がなくなるので、課題 として最小限触れる

にとどめたい。まず、第一の有賀喜左衛門の 「公私問題」については、いつか本格的に取 り組

みたいと考えている。 しか し不思議なもので、ご本人から農村社会学を学んだこともあってか、

かえって有賀先生の公私問題を うまく対象化できないでいる。現在は近世の概念に言及する余
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裕 がな く、 もっぱ ら明治に復活 した官制 との関係 で、公 を考 えることに してい る。 しか し三 田

社会学会の会員 なので、福澤諭 吉の 「立国は私な り、公 に非 ざるな り」 の一節 を考えて見 なけ

れ ば と思 っている。

 第二の国の意 味については、現在多 くの写真 資料 の収集 を している ところで ある。現在、 こ

の問題 を、 とくに外 国 との比較で研究 を進めてい る。外 国の ものは文字 の関係で漢字文化圏か

ローマ字文化圏に限 られてい るが、吉野氏の関心を引いたパブ リック、プライベイ トをひ とつ

焦点 としてい る。 タイ の国王の 肖像 の問題に関 しては、偶像崇拝 とも関連 して、ぜひ議論 した

い問題だが ここでは筆 を置か ざるを得 ない。ひ とことだけ触れてお くと、天皇の 肖像 とい うと、

明治天皇の教科書 に掲載 されている元帥服姿の像 を想起 させ るが、 これ は例外的な もののよ う

である。私 と してはむ しろ奉安殿 に掲載 されていた写真やそれ との関係 で二宮尊徳像 に興味 を

そそ られてい る。先 日、台湾の高雄 で新品の二宮尊徳像 がデパー トで50万 円ほどで売 られ て

いたのには驚か され た。

 次 の公共の看板や文言 に県民性や県庁(職 員)の 違 いによってあ るのか との問についてだが、

これ には県民性 は ともか く、県庁 による違いがあま りにもない ことの方 に興味 を覚えている。

む しろ地方 に行 くほ ど、中央志向の看板が 目立つ よ うである。官尊民卑 は地方 ほど激 しいよ う

である。それは身分制的な ものではな く、階級 的な ものでもある。公務員 と民間人の給 与差 は

地方 ほ ど激 しい。 この点、参考になる看板があ るよ うな らば、ぜ ひ、 ご教示いただきたい。

                    皿

 公私 関係 や公共 の問題の研 究のテーマ に枚挙の暇 はない。新学期 、早々、テ レビを見 てい る

と、某公立大学の学長 が教員の処分 を発表 していた。 同 じ業界 に身を置 くもの として、事柄 の

性質上 、発表に注 目していた。 ど うも教員の行 き過 ぎた指導が学生の 自殺 を誘発 した とい うも

のであった。 ここまでは上の空だったのだが、次に続 いて聞いた処分理 由が気 になった。

 「処分の理由 といた しま して、教育的配慮 を欠 いた留年勧告が直接 の誘 引 となった もので、

かつ その後の対応 は不適切であ りま した。 さらに演習指導上において、数 々の全体の奉仕者 と

してふ さわ しくない行為が あ り、公務員の信用を失 墜 させた ことに よる ものです。」

 この大学は処分 の理 由 として、公務員の信用を失 墜 させた ことを理 由のひ とつにあげてい る。

この教員 が民間人 ではな く、公務員 であることの 自覚 を強 く意識 しているよ うである。 この大

学にっ いては、前か ら気 になっていた点が ある。 とい うのも、以前、図書館で この大学 の紀要

に掲載 されていた論文 を探 していた ときに、公 立大学 なのに教員の退官論文集が出ていて驚い

た ことがある。

 今 ではあま り気 に しない人が多いが、公立の大学 は民立の大学であって、官立の大学 ではな

い。 しか し公は しば しば官 に準 じて扱われ る。 そ こで、官公署 とい うことばが あるくらいであ

る。 したが って、公立大学が退官論文集 を刊行 しているのを見た時、官名詐称 に該当 しない の

か と心配 した ぐらいである。ただ、言 えることは、 この大学は公務員 に高 い倫理性 を要求 して
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いるこ とであ る。 それ は結構な ことである。問題 は この処分理 由に、民間では、要求 され てい

ない倫理性 を含 めていることであ る。 しか し民間は本 当にそ うした倫理性 を要求 されていない

のだろ うか。 もし、 この教員の行 為は公務員で なければ、処分 されないだろ うといわんばか り

である。 この ことを文章 で説明す るのは煩雑で難 しい概念 の説明が ともな う。 しか しこの こと

を、パ ッと明 らかかにす る文言が、 この大学の どこかに存在す るよ うに思 う。 いっか地方にあ

るこの大学に も足を運び たい と考えている。

(ふじた ひろお 慶懸義塾大学文学部)
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